
試験開始の指示があるまで、この問題用紙を開いてはいけません。  
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【注意事項】  

１ . この試験の解答時間は 40 分です。  

２ . 試験監督者の指示に従って、この問題用紙の表紙と解答用紙の指定欄に受験

番号と氏名を記入してください。  

３ . メモ等には、問題用紙の余白や裏面を利用してください。  

４ . 解答時間中に問題用紙の印刷不鮮明、落丁・乱丁、汚れ等に気づいた場合は、

手を高く挙げて試験監督者に知らせてください。  

５ . 問題を読む際、声を出したり音を立てたりしてはいけません。  

６ . この問題用紙と問題用紙の中に入っている別紙は試験終了後に回収します。

持ち帰ってはいけません。  

 

 

受験番号   氏名   

  



問題   

次の文章は、作家である小川糸氏のエッセイ集「針と糸」の一部です。この文章を読

んで、あとの２つの設問に答えなさい。なお答えは、解答用紙に記入のこと。  

 

対等な関係  

 日本へ一時帰国するので、フランクフルト空港で日系の航空会社の飛行機に乗り継いだ。

乗って早々、空港で買ったお土産のソーセージを冷蔵庫に入れておいていただけないかと、

客室乗務員に声をかける。  

 確認してきます、と言い置いて再び彼女が戻ってきた。その表情は、明らかに曇ってい

る。 

 「大変申し訳ございません。食品管理の問題で、そのようなことはお受けできないそう

なのです。本当に申し訳ございません。」  

 そう言って、何度も頭を下げる。できないならできないでそれでいいのに、逆に強縮し

た。そこまで誤るようなことではない。そして、あー、そうだった、これが日本だったな、

と思い出した。  

 以前、知り合いから、客室乗務員の人たちはわざわざまゆ毛を下げてかいているらしい、

と聞いたことがある。事実かどうか定かではないが、その方が、誤っている時の申し訳ご

ざいませんという顔になりやすいというのだ。おそらく、いろいろなお客がいて、場合に

よっては理不尽な内容で頭を下げたりしないといけない場面があるのだろう。肉体的な大

変さに加え、相当ストレスのたまる仕事だとお察しする。  

 ドイツでは、もっと対等だ。たとえば、お店でも、決して客が偉いのではなく、店の人

と客は対等である。裏を返せば、客は、お金を払って店の人から商品を売ってもらってい

るのである。  

 体が不自由な人と健常者も、ある意味では対等だ。車椅子だから肩身が狭いとか、松葉

杖だから遠慮するとか、そういう姿はあまりない。だからか、日本にいる時よりも、車椅

子や松葉杖の人をよく見かける。男性と女性も対等だし、理念としては、人と動物も対等。

動物には動物の、快適に生きる権利が認められている。  

 日本では、いつから、「お客様は神様」みたいになってしまったのだろう。お金を払う側

が圧倒的に偉くて、お金を受け取る側はしもべのようにサービスしなくちゃいけない。本

来、対等であってしかるべきなのに、サービスを提供する側は、いつ苦情が来るかと戦々

恐々として怯えている。大声で怒鳴った者勝ちみたいな風潮は、明らかに間違っている。

そんな日本に、正直、息苦しさを感じてしまう。  

 お金は確かに大事だ。お金がなくては、生活できない。一部の政治家は、経済が大事、

経済が大事と連呼する。確かに、そうかもしれません。けれど、経済だけが大事なのでは

ないと、私自身は思っている。  

 半年ぶりに、日本に帰国した。日本にいて強く感じるのは、消費を促すあの手この手の

巧みさである。まるで、お金を払わなければ幸福が得られないと信じ込まされているかの

ようだ。日本には、物もサービスもあふれている。    

 

小川糸：針と糸.毎日新聞出版，p.136-138． 

 

 

この部分の文章は、著作権の関係で公開できません。  



 

設問１ 

この文章に記述されている内容を要約しなさい。（ 300 字程度） 

 

 

 

設問２ 

この文章を読んで、筆者が考える「対等な関係」について、あなたの考えを、具体

例を挙げながら書きなさい。（300 字程度）  

 

 


